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高槻市の男女共同参画施策に関する公開質問状についての回答

１　男女共同参画政策の基本方針について

男女共同参画社会の実現に取り組むことは、女性のみならず男性にとっても生きやすい社会を作ることであると考えております。男女の平等を目指すためには、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合う、性別にかかわり無くその個性と能力を十分に発揮することが出来ることが必要であり、男女共同参画社会の実現に向け、その施策を推進していかなければならないと考えております。

２　「改定たかつき男女共同参画プラン」について

1�  このプランの具体化の進展をどう評価しているか。

「改定たかつき男女共同参画プラン」の進捗状況につきましては、男女共同参画審議会での報告などから見て、一定評価できると考えております。
しかし、審議会等における女性委員の登用率や女性管理職の比率は、あまり進展しておらず、更なる取組みが必要であると考えております。

② 第4次行動計画に向けてどのような取組みが必要か

第4次行動計画に向けての取組みにつきましては、主なものといたしまして、一つには、社会的意思決定への女性の参画の拡大、二つには、ドメスティック・バイオレンスへの対策、三つには、子どものころからの男女共同参画の理解の促進などの取組みが必要であると考えております。

③ 第三者機関での苦情処理制度を検討するつもりはあるか。

すべての案件について、苦情処理委員に意見を求めることが必要であると考えております。苦情処理委員は、行政全般に関して識見を有する弁護士や学者が任命されているとお聞きしております。
３　女性の登用について

　　女性管理職や審議会等の女性委員の比率を高めるためには、どのような手法が効果的なのか今後の大きな検討課題であると考えております。

４　学校などにおける男女平等教育について

　　男女平等教育については、総合的な学習、家庭科などの時間を活用し、「男女平等教育指導事例集」などを参考に、教育活動の中で実施していきたいと考えています。

また、教職員向けの研修は、セクシュアルハラスメント防止やデートDV、セクシュアルハラスメント等を実施し、人権尊重の教育を推進していくための資質向上に努めてまいります。
今後も、教職員の人権意識の向上に努めるとともに、学校での取組充実を図ってまいります。
５　子育て支援について

　　次代を担う子どもたちの健やかな発達・成長を願って、様々な施策を活用して子どもたちのために積極的な支援を行っていきたいと考えています。
６　高齢者問題について
増加する高齢者に係る課題への対応につきましては、既存の介護保険や医療保険制度の円滑な運営と十分な活用に努めるとともに、高齢者の方々が抱えている医療、疾病などの悩みや相談にも適切に対応できるよう、地域包括支援センターの一層の体制強化に向け取り組みます。また、喫緊の課題である高齢者虐待等につきましても、関係部局と地域包括支援センターなど関係機関との連携を強化し、「早期発見・早期対応」や「虐待防止」へと繋げてまいります。
　　さらに、高齢者の方々が住みなれた地域で安心して生活していただくために、国が示している新たな仕組みである２４時間介護システムの整備に向けても適切に対応するなど、高齢者福祉の更なる充実に努め、市民のご期待に応えられるよう努力してまいります。
７　男女共同参画センターに関する要望について

① 男女共同参画センターの登録団体による運営協議会の設置について

男女共同参画センターの登録団体による運営協議会の設置つきましては、今後の課題であると考えております。
② 「たかつき男女共同参画プラン」推進のためにセンターが独自に調査・研究に取り組むこと。支援制度を設けること。
「改定たかつき男女共同参画プラン」を推進するためには、センターが独自に調査・研究に取り組むだけでなく、広く市全体でプランを推進していかなければならないと考えております。

また、支援制度につきましては、調査・研究に対して、今後どのような支援が必要であるか研究・検討していかなければならないと考えております。
③ 相談事業について

相談事業の夜間の開設につきましては、現在も週2回の相談を行っているとのことであり、今後とも継続することが必要であると考えております。

また、フェミニストカウンセラーの配置につきましては、現在の相談員では問題があればさらに専門的な職員の配置を考える必要があると考えております。最後に、自助グループの育成につきましては、今後の研究・検討課題であると考えております。

